
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 3 科目 4 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

1 ○ ○

2 ○ ○

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データを
守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

「情報処理演習」（2単位）、「卒業演習Ⅰ」（1単位）、「社会人基礎力育成講座Ⅰ」（１単位）の3科目4単位を取得することを修了要件とす
る。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールにな
り得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

卒業演習Ⅰ

授業科目

様式１

授業科目

社会人基礎力育成講座Ⅰ

卒業演習Ⅰ

授業科目

山梨学院短期大学

DAILIES（Data science and AI Literacy for Excellent Specialists Program)

授業科目

情報処理演習

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘル
スケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

卒業演習Ⅰ

令和５年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

学部・学科によって、修了要件は相違しない

卒業演習Ⅰ

社会人基礎力育成講座Ⅰ
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目

卒業演習Ⅰ

授業科目

4‐3データ構造とプログラミング基礎

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

卒業演習Ⅰ

情報処理演習

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・ビックデータ、IoT、AI、ロボット「社会人基礎力育成講座Ⅰ」（10回目）
・第4次産業革命、Society5.0、データ駆動型社会「社会人基礎力育成講座Ⅰ」（10回目）
・データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方「卒業演習Ⅰ」（1回目）

・AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）「社会人基礎力育成講座Ⅰ」(11回目）

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど　「卒業演習Ⅰ」(2回目）
・1次データ、2次データ、データのメタ化　「卒業演習Ⅰ」(2回目）　「卒業演習Ⅰ」(2回目）
・構造化データ、非構造化データ（文章、画像/動画、音声/音楽など）　「卒業演習Ⅰ」(2回目）
・データ作成（ビッグデータとアノテーション）　「卒業演習Ⅰ」(2回目）
・データのオープン化（オープンデータ）　「卒業演習Ⅰ」(2回目）

・データ・AIの活用領域のひろがり(生産、消費、文化活動など）「卒業演習Ⅰ」（1回目）
・研究開発、調達、製造、物流、販売、マーケティング、サービスなど「卒業演習Ⅰ」（3回目）
・仮説検証、知識発見、原因究明、計画策定、判断支援、活動代替、新規生成など「卒業演習Ⅰ」（3回目）

・特化型AIと汎用AI「卒業演習Ⅰ」(7回目）
・今のAIでできることとできないこと、AIとビックデータ「卒業演習Ⅰ」(7回目）

・データサイエンスのサイクル(課題抽出と定式化、データの取得・管理・加工、探索的データ解析、データ解析と推論）「卒業演習Ⅰ」(3回目）
・流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘルスケア等におけるデータ・AI利活用事例紹介「卒業演習Ⅰ」(3回目）

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

令和5年度は、「社会人基礎力講座Ⅰ」(9回目）において生成AIの活用事例を簡単に扱った。令和6年度は、「卒業演習Ⅰ」（7回目）において生成AIの種類と特徴について学び、生成
AIを利用した文章等作成の活動を行う予定である。

・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・スキルを修得する。
・データサイエンス・AIの日常生活や社会における利活用の実際を知る。
・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・スキルを、食と健康、教育と児童福祉の分野に活用する。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」 （2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。

・情報セキュリティ（気密性、完全性、可用性）「卒業演習Ⅰ」（10回目）
・匿名加工情報、暗号化「卒業演習Ⅰ」（10回目）
・情報漏洩等によるセキュリティー事故の事例紹介「社会人基礎力育成講座Ⅰ」(4回目）

・データの種類(量的変数、質的変数）「卒業演習Ⅰ」（4回目）
・代表値の性質の違い「卒業演習Ⅰ」（4回目）
・データのばらつき（分散、標準偏差）「卒業演習Ⅰ」（4回目）
・観測データに含まれる誤差の扱い「卒業演習Ⅰ」（4回目）
・相関と因果(相関係数、疑似相関、交絡）「卒業演習Ⅰ」（4回目）
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）「卒業演習Ⅰ」（4回目）
・クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列「卒業演習Ⅰ」（4回目）
・統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）「卒業演習Ⅰ」（4回目）

・データ表現（棒グラフ、折れ線グラフ、散布図、ヒートマップ）「卒業演習Ⅰ」（6回目）「情報処理演習」(11回目）
・データの比較「卒業演習Ⅰ」（6回目）「情報処理演習」(11回目）
・不適切なグラフ表現（チャートジャンク、不必要な視覚的要素）「卒業演習Ⅰ」（6回目）
・優れた可視化事例の紹介「卒業演習Ⅰ」（6回目）

・データ集計（和、平均）「卒業演習Ⅰ」（6回目）
・データ並び替え、ランキング「情報処理演習」(12回目）
・データ解析ツール（スプレッドシート)「卒業演習Ⅰ」（6回目）
・表形式のデータ（CSV)「卒業演習Ⅰ」「情報処理演習」(12回目）

・ELSI「卒業演習Ⅰ」（10回目）
・個人情報保護「卒業演習Ⅰ」（10回目）
・データ倫理（データの捏造、改ざん、盗用、プライバシー保護）「卒業演習Ⅰ」（10回目）
・AI社会原則（公平性、説明責任、透明性、人間中心の判断）「卒業演習Ⅰ」（10回目）
・データバイアス、アルゴリズムバイアス「情報処理演習（13回目）
・データ・AI活用における負の事例紹介「情報処理演習（14回目）
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様式２

①プログラム開設年度 年度

②大学等全体の男女別学生数 男性 16 人 女性 178 人 （ 合計 194 人 ）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

食物栄養科 63 80 180 63 55 63 35%

保育科 131 150 300 131 124 131 44%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 194 230 480 194 179 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 194 40%

令和4年度 令和3年度

山梨学院短期大学

令和2年度

プログラムの履修者数等の実績について

令和5

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和5年度 履修者数
合計 履修率学生数

令和元年度 平成30年度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 35 人 （非常勤） 40 人

② プログラムの授業を教えている教員数 25 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

山梨学院短期大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

山梨学院短期大学カリキュラム委員会数理・データサイエンス・AI教育推進（DAILIES）専門委員会規程

カリキュラム委員会の下に配置した数理・データサイエンス・AI教育推進（DAILIES：Data
science and AI Literacy for Excellent Specialists Program）専門委員会（以下、「DAILIES専門
委員会」という。）は、本学学生の数理・データサイエンス・AIに関する関心を高めつつそれらを
活用する基礎的及び実践的な能力を育成する教育プログラムを体系的に推進・実施することを
目的とする。具体的には、本学の数理・データサイエンス・AI教育プログラムである「DAILIES」
の企画立案・運営・実施・評価改善・維持管理等の業務を行う。本委員会はカリキュラム委員会
の下に配置され連携してプログラムの維持管理にあたる。プログラムの実施にあたっては、FD
（ファカルティ・ディベロップメント）委員会、自己点検・評価委員会、学外助言評価委員会、就
職・キャリア支援委員会と連携する。FD委員会は授業評価の実施や学内教員を対象とした数
理・データサイエンス・AI教育プログラムに関するFD研修の企画、運営を行う。学外からの意見
聴取については、学外助言評価委員会における学外委員からの直接的な意見聴取や、就職・
キャリア支援委員会で実施する就職先調査等で行う。プログラムの総合的な自己点検・評価
は、DAILIES専門委員会と自己点検・評価委員会で行う。

カリキュラム委員会DAILIES専門委員会（令和5（2023）年度）
座長　　　深澤　早苗　 食物栄養科教授・教務部長・カリキュラム委員会委員長
副座長　 中野　隆司　 保育科教授
委員　　　萱嶋　泰成　 食物栄養科教授
委員　　　鈴木　睦代　 食物栄養科専任講師
委員　　　奥山　賢一　 保育科特任教授
委員　　　竹中麻美子　保育科准教授
委員　　　川上　英明　 保育科准教授
委員　　　荻原　千史　 保育科専任講師

山梨学院短期大学カリキュラム委員会数理・データサイエンス・AI教育推進（DAILIES）専門委員会

深澤早苗 教務部長・DAILIES専門委員会座長

深澤早苗 教務部長・DAILIES専門委員会座長

(常勤）
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 100%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 480

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

具体的な計画

100%

本プログラムを構成する「卒業演習Ⅰ」及び「社会人基礎力育成講座Ⅰ」は卒業要件科目（必
修科目）であるため、全1年生が必ず受講する計画となっている。オンデマンド教材で繰り返し
学修できる体制を整えるとともに、「卒業演習Ⅰ」の担当教員が小グループで指導に当たりきめ
細かな学修支援を行う。

本プログラムの履修については、入学後の各科で実施するガイダンス指導において、学生に周
知する。また、本学のホームページや学生が使用するLMS（Learning Management System）
「WebClass」においても周知する。さらに、カリキュラムマップを用いた説明を行うとともに、履修
に当たって「卒業演習Ⅰ」での履修指導時にも周知する。

40%

100%

100%

本プログラム「DAILIES」は、食物栄養科、保育科1年生全員が履修する。プログラムを構成する
「卒業演習Ⅰ」及び「社会人基礎力育成講座Ⅰ」は、本学の卒業要件科目（必修科目）に位置
付けられているため、1年生全員が必ず履修することになっている。「情報処理演習」は、保育
科は教職必修のため、全員が必ず履修することになっている。一方、食物栄養科においてはこ
の科目は「選択科目」となっているが、PC操作技術の向上を含め、食と健康の専門分野におけ
るデータサイエンスの意義を入学ガイダンスで説明して全員が履修するよう指導している。
本プログラムは令和5（2023）年度に開始され、令和5年度1年生は全員履修した（収容定員の
約40％が履修した）。令和6（2024）年度も全1年生が履修する予定であり、履修率（履修者数/
在籍者数）100％の予定である。同様に、令和7（2025）年度以降も履修率は100％の予定であ
る。
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

オンデマンド教材で繰り返し学修できる体制を整えるとともに、「卒業演習Ⅰ」の担当教員が小
グループで指導に当たりきめ細かな学修支援を行う。修得サポートについては、学内のPC
ルーム（2室）は、授業時間以外は自由に使用できるよう整備している。また、本学はBYOD
（Bring Your Own Device）推奨しているが、希望する学生には在学中にiPadを貸与している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

授業担当教員は、授業時間内に講義やパソコンを使った演習、理解度確認テスト、課題添削の
フィードバック、質問の受け付けを行う。LMS「WebClass」のメール機能を使用して、授業外で授
業担当教員と直接やり取りができる体制を整えている。「卒業演習Ⅰ」は、少人数単位で、配信
される動画を担当教員とともに視聴しながら学習する形態をとる。「卒業演習Ⅰ」の担当教員
は、「情報処理演習」や「社会人基礎力育成講座Ⅰ」の担当教員を補助する役割を担っており、
学生からの質問に対応し、「情報処理演習」や「社会人基礎力育成講座Ⅰ」の担当教員との連
絡窓口ともなっている。動画教材は、授業を欠席した場合には自宅にて視聴が可能であり、学
生の学修機会が確保されている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 山梨学院短期大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 深澤早苗/羽畑祐吾 （役職名）

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学修成果

学修成果は、到達度テストと授業評価アンケートで確認できる。令和5（2023）年度の到達度テストの結果は、正答率
73.8％であった。授業評価アンケートにおいて「数理・データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・スキルを習得する。」
に「達成できた」と回答した割合は89.7％であった。同様に「データサイエンス・AIの日常生活や社会における利活用の
実際を知る。」に「達成できた」と回答した割合は93.4％、「データサイエンス・AIに関する基礎的な知識・スキルを専門職
の分野（食と健康または教育と児童福祉）に活用する。」に「達成できた」と回答した割合は90.3％であった。以上の結果
から、本プログラムが目標とした学修成果は獲得できたと考える。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

本プログラム「DAILIES」は、「情報処理演習」、「卒業演習Ⅰ」、「社会人基礎力育成講座Ⅰ」の3科目で構成され、令和5
（2023）年度から新入生を対象としてスタートした。同年度の対象学生数194名に対し履修者数は194名（1年生在籍者全
員：履修率100％）、本プログラム修了者は179名であった。対象学生数194名に対する本プログラムの修了率は92.3％と
非常に高かった。7.7％が修了に至らなかったが、その理由は対象者の退学または休学のほか、「情報処理演習」の単
位未修得によるものである。プログラムの履修・修得状況は、LMS「WebClass」の活用により、各授業終了後の復習テス
トの結果や課題提出状況で確認することができる。

DAILIES専門委員会/自己点検・評価委員会

教務部長・DAILIES専門委員会座長/自己点検・評価委員会委員長

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

上述の通り、本プログラムの到達度テストの正答率は73.8％であり、内容の理解度は高かった。授業評価アンケートで
は、「数理・データサイエンス・AIを学ぶことの意義を理解した」と回答した学生の割合は90.3％、「授業内容の分野に興
味・関心が持てた」と回答した学生の割合は84.9％と高かった。自由記述では、「AIについて理解が深まった」、「前より
パソコンが使えるようになった」、「回ごとに内容を分けて少しずつ説明してくれたのでよかった」といった内容のものが多
くみられた。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

本プログラム終了時に授業評価アンケートで、「後輩等、他の学生にこのプログラムを推奨したいと思うか」を質問したと
ころ、「そう思う」との回答が49.7％、「ややそう思う」との回答が30.9％であり、約80％の学生が推奨したいと回答してい
た。既履修学生の授業評価の結果は本学ホームページで公開しており、後輩学生は閲覧することができる。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本プログラムは、学生全員の履修を前提としており、今後もこの履修体制を継続していく。本学が養成する栄養士・製菓
衛生師・保育士・幼稚園教諭の専門職では、さまざまな業務を遂行するためにデータサイエンスの知識やスキルの修得
が不可欠である。本学が目指す「真に社会に貢献する専門職養成」に本プログラムでの学びが必要であることを履修ガ
イダンス等で学生に周知し、今後も効果的なプログラム運営に努めたい。
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があれ
ば記載

本プログラムは、内容・水準を維持・向上しつつ、より「分かりやすい」授業とするために、「専門演習Ⅰ」をはじめとして
他のプログラム関係科目においても少人数単位で実施するグループ活動を多く取り入れている。また、プログラム開始
前の令和4（2022）年度以前から学外の研修会に参加し、数理・データサイエンス・AI教育推進に関するFD研修会を継続
的に開催している。さらに、数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム協力校である山梨大学他県内7大
学と連携し授業設計研究会を開催するなど「分かりやすい」授業の構築に努めている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本プログラムは令和5（2023）年度から開始しており、履修者は全て1年生であったため修了者の中からまだ卒業生は出
ていない。本学の卒業生は、食物栄養科では約6割が食と健康分野の専門職に、保育科では約9割が教育・保育・福祉
分野の専門職に就く。今後、それぞれの専門職において、本プログラムで学んだことを活用してくれることが期待され
る。卒業生及び就職先の評価については、令和7（2025）年度に実施される令和6（2024）年度の卒業生を対象とする卒
業生調査・就職先調査に本プログラムに関する評価項目を含める予定としている。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

本学では「学外助言評価委員会」を設置し、食と保育に関わる地元山梨県の専門家や学識経験者から学修内容や手法
に対する意見や要望を直接に聴取している。当該委員会の委員は、本学が養成する栄養士・製菓衛生師・保育士・幼
稚園教諭の関連団体、社会福祉協議会や高等学校の代表者から選出されている。この委員会で得られた意見は、全
学的に検討し、授業改善に役立てる仕組みが構築されている。本プログラムについては、令和4（2022）年度に意見聴取
を行いプログラム構築に役立てた。また、令和5（2023）年度の意見聴取では、具体的な手法について助言を得た。令和
6（2024）年度の委員会では、令和5（2023）年度に実施した本プログラムの自己点検・評価の結果を附議し、意見を求め
る予定である。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

本プログラムでは学生が理解しやすい資料や教材等を活用している。特に、学生が資格取得を目指す専門分野を題材
にした資料・教材を多く取り入れ、学生の興味を高く保つように心がけている。授業終了後には復習テストを実施して、
学修内容が身に付いていることの達成感をもてる工夫を行っている。授業は、ディスカッションや自分で調べて発表する
等のプレゼンテーション技法を取り入れて、グループで楽しみながら学ぶことができるよう工夫を行っている。本プログラ
ム終了時の授業評価アンケートで、「数理・データサイエンス・AIを活用することを楽しいと思ったか」を尋ねたところ、「そ
う思う」50.3％、「ややそう思う」32.1％であった。

























































 

AP DP
(入学者受入れの方針） （卒業認定・学位授与方針）

人文・社会科学分野 2NPC-0101 文学 2NPC-0102 日本語表現 2NPC-0103 児童文化・文学論 2NPC-0104 法学（日本国憲法）

2NPC-0105 経済学 2NPC-0106 国際政治と子どもたち 2NPC-0107 異文化コミュニケーション 2NPC-0108 現代文化論

2NPC-0109 新礼法 2NPC-0110 知的生活の探求

芸術・健康科学分野 3NPC-0201 絵画との対話 3NPC-0202 西洋音楽の世界 3NPC-0203 演劇入門 3NPC-0204 無意識の世界

3NPC-0205 こころの科学 3NPC-0206 環境と健康 3NPC-0208 食生活学 3NPC-0209 ライフスタイルと健康

3NPC-0210 ショップデザイン

情報・自然科学分野 4NPC-0302 くらしと情報 4NPC-0303 情報科学 4NPC-0304 人間と教育 4NPC-0305 山梨の自然

4NPC-0306 生命科学A 4NPC-0311 生命科学B 4NPC-0307 生物科学A 4NPC-0312 生物科学B

4NPC-0309 クスリの生物学 4NPC-0310 フード・サイエンスと健康 4NPC-0308 海の生物学

2NPC-0401 英語Ａ 2NPC-0402 英語Ｂ 2NPC-0403 英語Ｃ 2NPC-0404 英語Ｄ

2NPC-0405 英会話Ａ 2NPC-0406 英会話Ｂ

2NPC-0407 フランス語Ａ 2NPC-0408 フランス語Ｂ 2NPC-0409 中国語Ａ 2NPC-0410 中国語Ｂ

2NPC-0411 日本語Ⅰ 2NPC-0412 日本語Ⅱ 2NPC-0413 日本語Ⅲ 2NPC-0414 日本語Ⅳ

2NPC-0415 日本語特講Ａ 2NPC-0416 日本語特講Ｂ

3NPC-0501 体育理論 3NPC-0502 体育実技Ａ 3NPC-0503 体育実技B 3NPC-0504 体育実技C

3NPC-0505 体育実技Ｄ 3NPC-0506 体育実技E 　 　

1NPC-1001 社会人基礎力育成講座Ⅰ 1NPC-1001 社会人基礎力育成講座Ⅰ 1NPC-2001 社会人基礎力育成講座Ⅱ 1NPC-2001 社会人基礎力育成講座Ⅱ

1NP-1002 基礎演習

2NP-0702 家政学 2NP-0705 食文化論 2NP-2706 ホテルサービスⅠ 2NP-2713 レストランサービスⅣ

2NP-1710 レストランサービスⅠ 2NP-2707 ホテルサービスⅡ

2NP-1711 レストランサービスⅡ 2NP-2708 ビバレッジⅠ

2NP-1712 レストランサービスⅢ 2NP-2709 ビバレッジⅡ

2NP-2716 スイーツマイスターⅢ 2NP-2714 スイーツマイスターⅠ

2NP-0701 保育学 2NP-2715 スイーツマイスターⅡ

4NP-1605 情報処理演習 4N-2605 栄養と統計 4NPC-2605 情報処理演習Ⅱ

4N-1305 食の科学

5N-1005 社会生活と健康 5N-1010 公衆衛生学総論 　 　
DP５　社会生活と健康との関わりや公衆衛生学に関する基本的な知識を

有している

6N-1005 人体の構造と機能 6N-2005 生化学 6N-2010 運動生理学

6N-1010 栄養生理学 6N-2015 生化学実験

6N-1015 栄養生理学実験

7N-1005 食品学総論 7N-1015 食品学各論 7N-2005 食品衛生学実験 7N-2010 食品加工学実習

7N-1010 食品衛生学総論 7N-1020 食品学実験

8N-1005 栄養学総論 8N-1010 栄養学各論 8N-2005 臨床栄養学各論 8N-2015 栄養学各論実習

8N-1015 臨床栄養学総論 8N-2010 臨床栄養学実習

9N-1005 栄養指導論 9N-2005 栄養教育論 9N-2010 公衆栄養学

9N-2015 栄養指導実習

10N-1005 調理学 10N-1020 調理の基本Ⅱ 10N-2005 応用調理実習Ⅰ 10N-2010 応用調理実習Ⅱ

10N-1015 調理の基本Ⅰ

10N-1010 給食運営論 10N-1025 給食運営実習Ⅰ

10N-1020 食事設計実習

12NPC-1005 卒業演習Ⅰ 12N-2005 卒業演習Ⅱ 12N-2005 卒業演習Ⅱ

12N-2010 栄養士特講Ⅰ 12N-2015 栄養士特講Ⅱ

11N-1005 給食運営実習Ⅲ 11N-2005 給食運営実習Ⅱ

11N-2010 給食運営実習Ⅳ

数理・データサイエンス・AI教育プログラムに該当する科目

教育目標１　深い知性、豊かな感性、高い品性を備えた人間の育成

（１）知的好奇心、探究心をもって学ぶ姿勢の形成

（２）現代社会を生きるうえでの見識と幅広い視野の獲得

（３）芸術を通じた豊かな感性と健康な心身の形成

（４）人と社会に対する奉仕的精神、倫理観の醸成

実習
DP11　実習および事前事後の指導を通じて、栄養士業務の実際を体験的

に学び、栄養士としての実践力を身につけている

卒業要件

発展

栄養の指導

給食の運営

栄養と健康

（教育課程編成方針）

一般教育基礎科目

（食物栄養科・保育科共通）

外国語

保健体育

DP２　日本文化や異文化の理解を深め、国際的視点から物事を考えるこ

とができる。

DP４　言語的・数量的処理の方法や自然科学への理解を深め、論理的視

点から物事を考えることができる。

DP12　食生活や健康の問題について考え、口頭または文章によって論理

的に表現することができる

DP８　ライフステージと疾患に対応した栄養管理ができる

専門的実践力

高等学校卒業までに獲得が期待される基礎的な学力と基本的な生活

態度が身に付いている人

専門分野への関心を有している人

自己を表現する力を有している人

主体的に考え行動し、多様な人々と協働しつつ学ぶ態度を有してい

る人

入

学

前

学

習

専門的知識

本学が求める入学生像 教育課程編成の考え
前期 後期 前期

卒業までに身に付けさせたい力
Ⅰ年次 ２年次

後期

DP４　言語的・数量的処理の方法や自然科学への理解を深め、論理的視

点から物事を考えることができる。

DP９　栄養や健康の基本的な指導を行うことができる

DP10　給食の運営、調理に関する基本的な知識や技術を習得している

DP６　人体の構造と機能に関する基本的な知識と技術を習得している

社会生活と健康

DP７　食品と衛生に関する基本的な知識と技術を習得している

卒業要件

人体の構造と機能

食品と衛生

DP１　主体的に学ぶ姿勢をもち、地域社会の課題解決に取り組むことが

できる。

山梨学院短期大学

教養

DP２　日本文化や異文化の理解を深め、国際的視点から物事を考えるこ

とができる。
学際(基礎科目含む)

教育目標3　食に関わる専門的な知識・技能・実践力を備えた栄養士の育成

（１）栄養の専門職としての使命感の醸成

（２）栄養に関わる基礎理論の理解

（３）給食の運営と栄養教育に関する理論及び方法の習得

（４）栄養士としての実践力の形成

３つのポリシーと履修系統図

CP

教育理念　　智と情と勇気をそなえ、実践を貴んで、社会に貢献する人間を育成する

教育目標２　時代の変化に対応し、創造性豊かに生きる人間の育成

（１）国際化・情報化等の社会の進展に対応する力の形成

（２）日本文化の理解に立ち、異文化を尊重する心の形成

（３）地域社会の課題をとらえ、その解決に創造的に取り組む力の形成

食物栄養科

（栄養士コース）

DP３　豊かな感性と健康な心身の基礎的資質を獲得している 。

総合的人間力

DP３　豊かな感性と健康な心身の基礎的資質を獲得している。

（※一般教育基礎科目には開講学年は設定していません）

DP２　日本文化や異文化の理解を深め、国際的視点から物事を考えるこ

とができる。



AP DP
(入学者受入れの方針） （卒業認定・学位授与方針）

人文・社会科学分野 2NPC-0101 文学 2NPC-0102 日本語表現 2NPC-0103 児童文化・文学論 2NPC-0104 法学（日本国憲法）

2NPC-0105 経済学 2NPC-0106 国際政治と子どもたち 2NPC-0107 異文化コミュニケーション 2NPC-0108 現代文化論

2NPC-0109 新礼法 2NPC-0110 知的生活の探求

芸術・健康科学分野 3NPC-0201 絵画との対話 3NPC-0202 西洋音楽の世界 3NPC-0203 演劇入門 3NPC-0204 無意識の世界

3NPC-0205 こころの科学 3NPC-0206 環境と健康 3NPC-0208 食生活学 3NPC-0209 ライフスタイルと健康

3NPC-0210 ショップデザイン

情報・自然科学分野 4NPC-0302 くらしと情報 4NPC-0303 情報科学 4NPC-0304 人間と教育 4NPC-0305 山梨の自然

4NPC-0306 生命科学A 4NPC-0311 生命科学B 4NPC-0307 生物科学A 4NPC-0312 生物科学B

4NPC-0309 クスリの生物学 4NPC-0310 フード・サイエンスと健康 4NPC-0308 海の生物学

2NPC-0401 英語Ａ 2NPC-0402 英語Ｂ 2NPC-0403 英語Ｃ 2NPC-0404 英語Ｄ

2NPC-0405 英会話Ａ 2NPC-0406 英会話Ｂ

2NPC-0407 フランス語Ａ 2NPC-0408 フランス語Ｂ 2NPC-0409 中国語Ａ 2NPC-0410 中国語Ｂ

2NPC-0411 日本語Ⅰ 2NPC-0412 日本語Ⅱ 2NPC-0413 日本語Ⅲ 2NPC-0414 日本語Ⅳ

2NPC-0415 日本語特講Ａ 2NPC-0416 日本語特講Ｂ

3NPC-0501 体育理論 3NPC-0502 体育実技Ａ 3NPC-0503 体育実技B 3NPC-0504 体育実技C

3NPC-0505 体育実技Ｄ 3NPC-0506 体育実技E 　 　

1NPC-1001 社会人基礎力育成講座Ⅰ 1NPC-1001 社会人基礎力育成講座Ⅰ 1NPC-2001 社会人基礎力育成講座Ⅱ 1NPC-2001 社会人基礎力育成講座Ⅱ

1NP-1002 基礎演習

2NP-0702 家政学 2NP-0705 食文化論 2NP-2706 ホテルサービスⅠ 2NP-2713 レストランサービスⅣ

2NP-1710 レストランサービスⅠ 2NP-2707 ホテルサービスⅡ 1NPC-2303 ショップデザイン

2NP-1711 レストランサービスⅡ 2NP-2708 ビバレッジⅠ

2NP-1712 レストランサービスⅢ 2NP-2709 ビバレッジⅡ

2NP-2716 スイーツマイスターⅢ 2NP-2714 スイーツマイスターⅠ

2NP-0701 保育学 2NP-2715 スイーツマイスターⅡ

4NP-1605 情報処理演習 4NPC-2605 情報処理演習Ⅱ

5P-1005 衛生法規 5P-1010 公衆衛生学総論 5P-2015 公衆衛生学各論 DP５　衛生法規および公衆衛生学に関する基本的な知識を有している

6P-1005 食品衛生学総論 6P-1010 食品衛生学各論Ⅰ 6P-2015 食品衛生学各論Ⅱ

　 　 6P-2010 食品衛生学実験

7P-1005 食品学総論 7P-1010 食品学各論 DP７　食品学に関する基本的な知識を有している

8P-1005 栄養学総論 8P-1010 栄養学各論 DP８　栄養学に関する基本的な知識を有している

9P-2015 社会 DP９　経済・経営に関する基本的な知識を有している

10P-1030 製菓理論Ⅰ(洋菓子） 10P-1040 製菓理論Ⅱ(製パン） 　 　 　

10P-1035 製菓理論Ⅲ(和菓子） 10P-1045 製菓専門理論

11P-1005 製菓基礎実習Ⅰ(洋菓子） 11P-1010 製菓基礎実習Ⅱ(製パン） 11P-2005 製菓専門実習Ⅱ（製パン）

11P-1015 製菓基礎実習Ⅲ(和菓子） 11P-1025 製菓専門実習Ⅰ(洋菓子） 11P-2010 製菓専門実習Ⅳ(洋菓子）

11P-1030 製菓専門実習Ⅲ(和菓子）

11P-1020 製菓特別実習Ⅰ

12NPC-1005 卒業演習Ⅰ 12P-2005 卒業演習Ⅱ 12P-2005 卒業演習Ⅱ

12P-2010 製菓衛生師特講Ⅰ 12P-2015 製菓衛生師特講Ⅱ

11P-2015 製菓特別実習Ⅱ

11P-2020 スイーツショップ実習

数理・データサイエンス・AI教育プログラムに該当する科目

専門的知識

専門的実践力

3.教育目標　食に関わる専門的な知識・技能・実践力を備えた製菓衛生師の育成

(1)　製菓に関わる専門職としての使命感の醸成

(2)　製菓に関わる基礎理論の理解

(3)　衛生管理と製菓技術に関する理論及び方法の習得

(4)　製菓衛生師としての実践力の形成

高等学校卒業までに獲得が期待される基礎的な学力と基本的な生活

態度が身に付いている人

専門分野への関心を有している人

自己を表現する力を有している人

主体的に考え行動し、多様な人々と協働しつつ学ぶ態度を有してい

る人

DP２　日本文化や異文化の理解を深め、国際的視点から物事を考えるこ

とができる。

３つのポリシーと履修系統図

CP 　

食物栄養科

（パティシエコース）

山梨学院短期大学 教育理念　　智と情と勇気をそなえ、実践を貴んで、社会に貢献する人間を育成する

教育目標１　深い知性、豊かな感性、高い品性を備えた人間の育成

（１）知的好奇心、探究心をもって学ぶ姿勢の形成

（２）現代社会を生きるうえでの見識と幅広い視野の獲得

（３）芸術を通じた豊かな感性と健康な心身の形成

（４）人と社会に対する奉仕的精神、倫理観の醸成

教育目標２　時代の変化に対応し、創造性豊かに生きる人間の育成

（１）国際化・情報化等の社会の進展に対応する力の形成

（２）日本文化の理解に立ち、異文化を尊重する心の形成

（３）地域社会の課題をとらえ、その解決に創造的に取り組む力の形成

（教育課程編成方針）

入

学

前

学

習

発展（実習）

後期

卒業までに身に付けさせたい力
Ⅰ年次 ２年次

DP12　食生活や健康の問題について考え、口頭または文章によって論理

的に表現することができる

DP11　製菓・製パンの実習を通して技術を習得し、製菓衛生師としての

実践力を身につけている

本学が求める入学生像 教育課程編成の考え
前期 後期 前期

発展

卒業要件

一般教育基礎科目

（食物栄養科・保育科共通）

教養

外国語

保健体育

食品学

製菓実習

衛生法規・公衆衛生学

社会

食品衛生学

栄養学

総合的人間力

DP３　豊かな感性と健康な心身の基礎的資質を獲得している。

（※一般教育基礎科目には開講学年は設定していません）

卒業要件
DP１　主体的に学ぶ姿勢をもち、地域社会の課題解決に取り組むことが

できる。

学際(基礎科目含む)

DP２　日本文化や異文化の理解を深め、国際的視点から物事を考えるこ

とができる。

DP４　言語的・数量的処理の方法や自然科学への理解を深め、論理的視

点から物事を考えることができる。

DP６　食品衛生学に関する基本的な知識と技術を習得している

製菓理論

DP２　日本文化や異文化の理解を深め、国際的視点から物事を考えるこ

とができる。

DP11　製菓・製パンの実習を通して技術を習得し、製菓衛生師としての

実践力を身につけている

DP10　製菓・製パンの理論に関する基本的な知識を有している

DP４　言語的・数量的処理の方法や自然科学への理解を深め、論理的視

点から物事を考えることができる。

DP３　豊かな感性と健康な心身の基礎的資質を獲得している。



教育目標２　時代の変化に対応し、創造性豊かに生きる人間の育成

（１）国際化・情報化等の社会の進展に対応する力の形成

（２）日本文化の理解に立ち、異文化を尊重する心の形成

（３）地域社会の課題をとらえ、その解決に創造的に取り組む力の形成

AP DP
(入学者受入れの方針） （卒業認定・学位授与方針）

人文・社会科学分野 2NPC-0101 文学 2NPC-0102 日本語表現 2NPC-0103 児童文化・文学論 2NPC-0104 法学（日本国憲法）

2NPC-0105 経済学 2NPC-0106 国際政治と子どもたち 2NPC-0107 異文化コミュニケーション 2NPC-0108 現代文化論

2NPC-0109 新礼法 2NPC-0110 知的生活の探求

芸術・健康科学分野 3NPC-0201 絵画との対話 3NPC-0202 西洋音楽の世界 3NPC-0203 演劇入門 3NPC-0204 無意識の世界

3NPC-0205 こころの科学 3NPC-0206 環境と健康 3NPC-0208 食生活学 3NPC-0209 ライフスタイルと健康

3NPC-0210 ショップデザイン

情報・自然科学分野 4NPC-0302 くらしと情報 4NPC-0303 情報科学 4NPC-0304 人間と教育 4NPC-0305 山梨の自然

4NPC-0306 生命科学A 4NPC-0311 生命科学B 4NPC-0307 生物科学A 4NPC-0312 生物科学B

4NPC-0309 クスリの生物学 4NPC-0310 フード・サイエンスと健康 4NPC-0308 海の生物学

2NPC-0401 英語Ａ 2NPC-0402 英語Ｂ 2NPC-0403 英語Ｃ 2NPC-0404 英語Ｄ

2NPC-0405 英会話Ａ 2NPC-0406 英会話Ｂ

2NPC-0407 フランス語Ａ 2NPC-0408 フランス語Ｂ 2NPC-0409 中国語Ａ 2NPC-0410 中国語Ｂ

2NPC-0411 日本語Ⅰ 2NPC-0412 日本語Ⅱ 2NPC-0413 日本語Ⅲ 2NPC-0414 日本語Ⅳ

2NPC-0415 日本語特講Ａ 2NPC-0416 日本語特講Ｂ

3NPC-0501 体育理論 3NPC-0502 体育実技Ａ 3NPC-0503 体育実技B 3NPC-0504 体育実技C

3NPC-0505 体育実技Ｄ 3NPC-0506 体育実技E 　 　

1NPC-1001 社会人基礎力育成講座Ⅰ 1NPC-1001 社会人基礎力育成講座Ⅰ 1NPC-2001 社会人基礎力育成講座Ⅱ 1NPC-2001 社会人基礎力育成講座Ⅱ

1C-1002 基礎演習

4NPC-1605 情報処理演習 4NPC-2605 情報処理演習Ⅱ

5C-2010 保育職論 5C-2005 教育職論
DP５　教育や福祉の理念や意識について理解し、教諭や保育士としての

社会的使命と責任を自覚している

6C-1005 教育原理 6C-1015 子ども家庭福祉 6C-2030 地域福祉 6C-2045 臨床心理学

6C-1010 社会福祉 6C-1040 発達心理学Ⅱ 6C-2050 特別支援教育論

6C-1020 保育原理 6C-1055 地域学校経営論

6C-1025 社会的養護Ⅰ

6C-1035 発達心理学Ⅰ

7C-2005 教育課程論

7C-2010 保育課程論

8C-1024 保育内容　健康 8C-1004 社会科教育法 8C-2006 算数科教育法 8C-2002 国語科教育法

8C-1026 保育内容　人間関係 8C-1022 保育内容総論 8C-2010 生活科教育法 8C-2008 理科教育法

8C-1030 保育内容　言葉 8C-1028 保育内容　環境 8C-2012 音楽科教育法 8C-2016 家庭科教育法

8C-1054 子どもの保健 8C-2044 乳児保育Ⅰ 8C-2014 図画工作科教育法 8C-2020 外国語科教育法

8C-2018 体育科教育法 8C-2032 保育内容　音楽表現

8C-2038 保育内容　表現 8C-2034 保育内容　造形表現

8C-2041 インクルーシブ保育Ⅰ 8C-2036 保育内容　身体表現

8C-2046 道徳教育の理論と方法 8C-2039 保育内容　表現活動

8C-2048 特別活動の理論と方法 8C-2040 社会的養護Ⅱ

8C-2050 教育方法論（小学校） 8C-2042 インクルーシブ保育Ⅱ

8C-2051 ICT活用の理論と方法 8C-2044 乳児保育Ⅱ

8C-2052 教育方法論（幼稚園） 8C-2049 総合的な学習の時間の理論と方法

8C-2056 子どもの健康と安全 8C-2058 子どもの食と栄養

8C-2060 教職実践演習（幼・小）

9C-2020 子ども家庭支援の心理学 9C-2005 生徒指導・キャリア教育論 9C-2012 子どもの理解と援助

9C-2015 教育相談の基礎 9C-2030 子育て支援演習

9C-2025 子ども家庭支援論 9C-2035 子育て支援の理論と方法

9C-2040 在宅保育

10C-1035 音楽Ⅰ 10C-2010 書写 10C-2041 音楽ⅢB

10C-1045 図画工作 10C-1005 国語 10C-2040 音楽ⅢA

10C-1065 外国語（教職） 10C-1015 社会

10C-1070 子どもと健康 10C-1020 算数

10C-1075 子どもと人間関係 10C-1025 理科

10C-1080 子どもと環境 10C-1030 生活

10C-1036 音楽Ⅱ

10C-2050 図画工作Ⅱ

10C-1055 家庭

10C-1060 体育

10C-1085 子どもと言葉

10C-1090 子どもと表現

12NPC-1005 卒業演習Ⅰ 12C-2005 卒業演習Ⅱ 12C-2005 卒業演習Ⅱ
DP２　教育や福祉の問題について考え、口頭または文章によって論理的

に表現することができる

11C-1020

11C-1025

11C-1035

11C-1040 保育実習Ⅰ（保育所）

11C-1036

11C-2050

11C-2060

11C-2005

11C-1045 保育実習Ⅰ（施設） 11C-2010 小学校教育実習Ⅰ

11C-2055 保育実習Ⅱ（保育所） 11C-2015 小学校教育実習Ⅱ

11C-2065 保育実習Ⅲ（施設） 11C-2030 幼稚園教育実習Ⅱ

数理・データサイエンス・AI教育プログラムに該当する科目

専門的知識

専門的実践力

幼稚園教育実習Ⅰ

保育実習指導Ⅰ（保育所）

高等学校卒業までに獲得が期待される基礎的な学力と基本的な生活

態度が身に付いている人

専門分野への関心を有している人

自己を表現する力を有している人

主体的に考え行動し、多様な人々と協働しつつ学ぶ態度を有してい

る人

教職の意義

教育・福祉の基礎理論

教育・福祉の相談援助

一般教育基礎科目

（食物栄養科・保育科共通）

教養

外国語

保健体育

卒業要件

（※一般教育基礎科目には開講学年は設定していません）

DP１　主多的に学ぶ姿勢をもち、地域社会の課題解決に取り組むことが

できる。

DP４　言語的・数量的処理の方法や自然科学への理解を深め、論理的視

点から物事を考えることができる。

DP６　教育や福祉の思想、歴史、制度、および幼児や児童の発達特性を

理解している

卒業要件

実習

入

学

前

学

習

教科・基礎教育

DP９　教育や福祉の相談や援助の方法についての知識を有している

DP10　教科や基礎技能に関する基本的な知識や技能を習得している

DP７　幼児や児童の発達の理解に立って、基本的な計画や環境設定がで

きる

DP８　教育や保育の指導法を理解し、基本的な指導・援助を行うことが

できる

DP11　実習および事前事後の指導を通じて、現場における指導・援助全

般実践的に体得し、現場での適切な指導・援助を行うことができる

幼稚園教育実習指導

保育実習指導Ⅰ（施設）

保育実習指導Ⅱ（保育所）

保育実習指導Ⅲ（施設）

小学校教育実習指導

（教育課程編成方針）

CP 　

本学が求める入学生像 教育課程編成の考え 卒業までに身に付けさせたい力
Ⅰ年次 ２年次

前期 後期 前期 後期

山梨学院短期大学
保育科

教育理念　　智と情と勇気をそなえ、実践を貴んで、社会に貢献する人間を育成する

３つのポリシーと履修系統図

教育目標１　深い知性、豊かな感性、高い品性を備えた人間の育成

（１）知的好奇心、探究心をもって学ぶ姿勢の形成

（２）現代社会を生きるうえでの見識と幅広い視野の獲得

（３）芸術を通じた豊かな感性と健康な心身の形成

（４）人と社会に対する奉仕的精神、倫理観の醸成

教育目標3

（１）児童福祉に関わる専門的な知識・技能・実践力を備えて保育士の育成

（２）幼児教育に関わる専門的な知識・技能・実践力を備えた教師の育成

（３）初等教育に関わる専門的な知識・技能・実践力を備えた教師の育成

総合的人間力

DP２　日本文化や異文化の理解を深め、国際的視点から物事を考えるこ

とができる。

DP４　言語的・数量的処理の方法や自然科学への理解を深め、論理的視

点から物事を考えることができる。

DP２　日本文化や異文化の理解を深め、国際的視点から物事を考えるこ

とができる。

DP３　豊かな感性と健康な心身の基礎的資質を獲得している。

DP３　豊かな感性と健康な心身の基礎的資質を獲得している。
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